


​JWA JAPAN PRO&AMA TOUR 2025-26 GRAND SLAM​

​大会実施報告書​

​グランドスラム大会副実行委員長 工藤輝　(2025/12/16)​

​JWA JAPAN PRO&AMA TOUR 2025-26 GRAND SLAM FIN SLALOM 第 1 戦／​
​FREESTYLE PRO 第 4 戦／ WAVE PRO 第 1 戦／WAVE AMATEUR 第 3 戦​

​1. 概要​
​[大会名称]​
​JWA JAPAN PRO&AMA TOUR 2025-26 GRAND SLAM FIN SLALOM 第 1 戦／​
​FREESTYLE PRO 第 4 戦／ WAVE PRO 第 1 戦／WAVE AMATEUR 第 3 戦​

​[開催場所]​
​静岡県掛川市国安 2808-2 　掛川市 国安海岸（リバティーリゾート大東温泉前）​

​[主催]​
​一般社団法人日本ウインドサーフィン協会（JWA）​

​[特別協賛]​
​アルコ株式会社、司企業株式会社、スカイウインドジャパン、OGUSHOW​
​TRANSPORTER、株式会社キャタラー、株式会社Fect​

​[協賛]​
​スターボードジャパン、レッドアイアン、スプーキー、ウインドスペース、タオサーフ、​
​ブルーム、ショアライン、ライズ、マリンブルー、葉山サーフクラブ、カノアスポーツ、​
​ハルナオーシャン​

​[地域後援]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　​
​掛川市、掛川市教育委員会、掛川観光協会大東支部、掛川市みなみ商工会、　　　　　​
​　　　　 掛川市スポーツ協会​

​[メディア配信]​
​RYST（​​RYSTオフィシャルサイト​​）​

https://ryst-official.my.canva.site/?utm_source=ig&utm_medium=social&utm_content=link_in_bio&fbclid=PAZXh0bgNhZW0CMTEAc3J0YwZhcHBfaWQMMjU2MjgxMDQwNTU4AAGnM6Tm2opq3Alq9rcAw23Tub-xFmEQ5FuG4RpPl5ypPm2qrAswMlQ1h0nTzvU_aem_thYSZIcVEUdZe4YKVFeL3A


​2. 情報​
​エントリーについて​
​参加者総数　(83名) ※ダブル・トリプルエントリーによる重複あり。 　　　　　　　　　​
​　　FIN SLALOM　プロメンズ(31名) 、プロウィメン(8名)、計(39名) 　　　　　　　　　​
​　　FREESTYLE　プロメンズ、プロウィメン混合(11名) 　　　　　　　　　　　　​
​　　WAVE　プロメンズ(13名)、プロウィメン(6名)、メンズアマチュア(14名)、計(33名)​

​映像配信について　 　　​
​映像配信および大会写真は「Instagram」と「Googleフォト」から閲覧できます。​

​映像配信リンク​
​https://www.instagram.com/jwa__official/​
​大会写真​
​└大会1日目(​​https://photos.app.goo.gl/uMYCdXWuM7s6AL1h7​​)​​　　　​
​└大会2日目​​(​​https://photos.app.goo.gl/JrRWQBPSSd4LYaAa9​​)​​　​
​└大会3日目(​​https://photos.app.goo.gl/sJXJJ7rBcSh4H8dQA​​)​

​SNS成果報告​
​Instagram インサイトまとめ（過去30日間）​

​■ 全体パフォーマンス​

​●​ ​閲覧数（インプレッション）：​​266,389​
​●​ ​リーチしたアカウント数：48,957（+116.1%）​
​●​ ​新規フォロワー：124人増加​

​→ 投稿・動画がこれまで以上に多くの新規ユーザーへ届いた期間となりました。​

​最も再生回数があった動画  40,524​

​https://www.instagram.com/reel/DSo-wlxEdLE/?igsh=MXc3eGRqd3B0YzNtNA==​

​■ フォロワー構成​

​●​ ​フォロワー：40.1%​
​●​ ​フォロワー以外：59.9%​

​→ 閲覧の約6割が非フォロワー。​
​大会告知や動画が 新規層への拡散・認知獲得に成功 しています。​

https://www.instagram.com/jwa__official/
https://photos.app.goo.gl/uMYCdXWuM7s6AL1h7
https://photos.app.goo.gl/JrRWQBPSSd4LYaAa9
https://photos.app.goo.gl/sJXJJ7rBcSh4H8dQA
https://www.instagram.com/reel/DSo-wlxEdLE/?igsh=MXc3eGRqd3B0YzNtNA==


​■ プロフィール・行動導線​

​●​ ​プロフィールアクセス：2,773​
​●​ ​リンクタップ数：119​

​→ 投稿を見たユーザーが​
​「誰のアカウントか」「詳細を知りたい」と行動に移っていることが分かります。​
​スポンサー資料・大会情報への誘導が機能 しています。​

​■ 地域・国別データ（国際性）​

​主な都市​

​●​ ​横浜市​
​●​ ​逗子市​
​●​ ​パリ​
​●​ ​サンディエゴ​

​国別​

​●​ ​日本：17.7%​
​●​ ​フランス：12.3%​
​●​ ​ドイツ：10.5%​

​→ 日本国内に加え、ヨーロッパ・北米へも自然にリーチ。​
​ウインドサーフィンという競技特性上、​
​国際的な関心を集めやすいコンテンツであることが数値で証明 されています。​

​過去30日間で約26万回の閲覧、約5万人へのリーチを記録し、その約6割が非フォロ​
​ワーでした。日本国内だけでなく、フランス・ドイツ・アメリカなど海外からの閲​
​覧も多くSNSを通じた国際的な情報発信・認知拡大に高い効果が見られました。​

​本大会において実施した競技内容および成立状況は、以下の通りです。​

​●​ ​FIN SLALOM​
​○​ ​プロメンズ：1レース成立​
​○​ ​プロウィメンズ：2レース成立​

​●​ ​FREESTYLE​
​○​ ​プロクラス：シングルイリミネーション成立​

​●​ ​WAVE​
​○​ ​プロメンズ：シングルイリミネーション成立​
​○​ ​ウィメンズ：シングルイリミネーション成立​
​○​ ​メンズアマチュア：シングルイリミネーション成立​

​なお、各クラスの詳細なリザルトにつきましては、​​資料1、資料2、資料3​​をご参照ください​



​資料１​



​資料２​



​資料３​



​3. 考察​

​レポート製作者(工藤輝)視点の感想です。​

​1日目​

​大会初日は、風の天候が悪く1日風を待つ日になりました。協会初の3種目開催の大会とい​
​うことで朝の開会式は少し長めに時間を取り、各種目の担当者から競技実施に対しての注意​
​事項が伝えられました。参加選手は、普段ではなかなか顔を合わすことができない他種目の​
​選手同士の交流を楽しんでいて、会場は和やかな雰囲気が流れていました。1日風を待ちま​
​したが、この日はあいにく風が吹いてこず、競技の実施は翌日に持ち越しとなりました。​

​2日目​

​雨で風がない朝からのスタートでした。午後にかけて雨は止み、風が強くなる予報でした​
​が、予報通り西風が吹いてきたので、WAVEメンズアマチュアクラスとウィメンクラスを実​
​施しました。前半の風は少し弱めでしたが、徐々に風は安定しました。また綺麗な波も入っ​
​ていて、良いコンディションの中で2クラス共に全ヒートをこなすことできました。​
​昼過ぎには、風は風速20mくらいにまで上がり、ビーチ側の風速もFIN SLALOMの規定を越​
​えたためFIN SLALOMプロメンズとプロウィメンクラスがスタート。波は、予報通りの大き​
​さではありませんでしたが、過去最大レベルの爆風に悪戦苦闘する選手がほとんどでした。​
​その中でも、圧倒的なスタートの速さと走りで決勝レースでトップフィニッシュを飾った杉​
​タクマ選手の走りが際立っていました。​



​3日目​
​大会最終日、この日は朝から安定した西風が吹き、波の大きさも十分だったのでWAVEプロ​
​メンズクラスをスタートしました。潮の流れが速く、波のスピードも速かったためプロ選手​
​でも良い波を見つけて、波乗りするのは簡単ではなさそうでした。そういった難しいコン​
​ディションの中で優勝した石井ハヤタ選手のライディングは逸脱しており、WAVEパフォー​
​マンスならではのジャンプの高さはもちろん、波乗りにおいては圧倒的なターンで会場を湧​
​かせてくれました。個人的に、今大会一のパフォーマンスを見せてくれた選手だと思いま​
​す。本当に素晴らしい演技でした。​
​WAVEプロメンズクラス終了後、最終種目となるFREESTYLEのシングルイルミネーション​
​を実施しました。普段は平水面の海面で演技することが多い選手たちにとって、波のある海​
​で演技することは難しいだけでなく、恐怖心との闘いでもありました。なかなか技を決める​
​ことができない場面が見受けられ、本当に難しいコンディションの中で演技しているのが​
​ビーチにいる自分にもよく伝わってきました。その中で、4年連続の国内チャンピオンであ​
​る守屋タクミ選手の安定した演技は、他の選手と比べても一つ上のレベルにいるように見受​
​けられました。​



​表彰​
​WAVEプロメンズクラス　　　​
​＜WAVE＞プロメンズクラス　１位 石井颯太／２位 野口颯／３位 杉匠真​​　　　　　　　　　​

​WAVEメンズアマチュアクラクラス​
​＜WAVE＞ アマチュアクラス１位 市川聖士（中央）／２位 大館弘（左）／ ３位 掛川竜誠（右）​

​WAVEプロウィメンズクラス​
​＜WAVEウィメンズクラス＞ １位 笹尾香南（中央）／２位 若狹夏希（左）／３位 多賀須恵（右）​​　​



​WAVEプロウィメンズベストアマチュア​
​＜WAVEウィメンズクラスベストアマチュア＞ １位 山川 貴子 （中央）​

​FIN SLALOMプロメンズクラス　　　　​
​＜FIN SLALOM＞メンズ １位 杉匠真（中央）／２位 浅野則夫（左）／３位 小西陽人（右）​​　　​​　　　​

​FIN SLALOMメンズアマチュア​
​＜FIN SLALOM ＞メンズアマチュア １位​​下村 真一​​（中央）／２位​​秋元 大​​（左）／３位​​掛川 竜誠​​（右）​



​FIN SLALOMプロウィメンズクラス​
​＜サーフスラロームウィメンズクラス＞１位 穴山未生（中央）／２位 若狹夏希（左）／３位 秋田ふみ（右）​​　​

​　​
​　　　　​
​FIN SLALOMプロウィメンベストアマチュア​
​＜SLALOMウィメンズクラスベストアマチュア＞ １位​​秋田 ふみ​​（中央）​

​FREESTYLEメンズクラス​
​＜FREESTYLEPRO メンズクラス　１位 守屋 拓海（中央）／２位 杉 匠真（左）／３位 小林 悠馬（右）​​　​



​4. 大会雰囲気写真​

​5. まとめ​
​協会初となる3種目同時開催の大会として行われたグランドスラム大会は、初日こそ風に恵​
​まれなかったものの、2日目以降は西風が吹き、WAVE、SLALOM、FREESTYLEの各種目​
​が実施されました。​

​強風や波のある厳しいコンディションの中、選手たちは果敢に挑み、会場には緊張感と熱気​
​が広がりました。3日間を通して、自然と向き合うウィンドサーフィンの魅力と、選手たち​
​の高い技術と挑戦する姿勢が強く印象に残る大会となりました。​



​大会オフィシャルスポンサーとして協賛していただいた、​
​・アルコ株式会社様​
​・司企業株式会社様​
​・SKYWINDJAPAN様​
​・OGUSHOW TRANSPORTER様​
​・株式会社キャタラー様​
​・株式会社Fect様​

​本当にありがとうございました。​
​またご協賛いただいた各社様にも、とても感謝しています。​
​選手、スタッフなど関係者の皆様もお疲れ様でした。​
​来年もこの場所でさらにパワーアップしたグランドスラム大会を開催しよう思います。​
​ありがとうございました。​

​グランドスラム大会副実行委員長 工藤輝　(2025/12/16)​

​大会実行委員長コメント​

​本大会「JWA JAPAN PRO & AMA TOUR 2025-26 GRAND SLAM」は、​
​多くの皆様のご支援とご協力により、事故や大きなトラブルもなく、無事に全日程を終了す​
​ることができました。開催にあたりご協賛いただいた企業・団体の皆様、​
​大会運営に尽力してくださった関係者の皆様、​



​厳しいコンディションの中で全力のパフォーマンスを見せてくれた選手の皆様、​
​そして会場・配信を通じて応援してくださったすべての方々に、​
​実行委員会を代表して心より御礼申し上げます。​

​本大会は、WAVE・FREESTYLE・SLALOMの3種目を同時に開催するという、​
​国内では前例のない挑戦でした。​

​準備段階から多くの課題がありましたが、​
​「日本のウインドサーフィンを次のステージへ進めたい」という業界共通の想いのもと、​
​多くの方が力を貸してくださり、この大会を形にすることができました。​

​風や波と向き合いながら、​
​選手一人ひとりが見せてくれた真剣な姿、そして会場全体に生まれた一体感は、​
​この大会が持つ大きな可能性を強く感じさせるものでした。​

​グランドスラムは、まだ始まったばかりの取り組みです。​
​今回の経験と反省を活かし、より良い大会、より価値のある舞台へと成長させていきたいと​
​考えています。​

​今後もウインドサーフィンを愛する人と共に、このスポーツの魅力をより多くの人へ届け、​
​日本のウインドサーフィンの発展に貢献していく所存です。​

​引き続き、皆様のご理解とご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。​

​JWA GRAND SLAM 実行委員会​

​実行委員長　​​杉 匠真​


